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いいやま

平成25年

謹賀新年

携帯電話でアクセス

本年もどうぞよろしくお願いします

　

 

12
月
15
日（
土
）・18
日（
火
）

の
両
日
に
、
飯
山
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
「
傾
聴
講
座
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

15
日
（
土
）
の
講
師
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー

ケ
ア
協
会
（
東
京
都
）
理
事

長 

鈴
木 

絹
英
氏
に
お
越
し
い

た
だ
き
、「
傾
聴
と
は
な
に
か

～
傾
聴
の
意
味
と
意
義
～
」
の

テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
は
、

相
手
の
方
（
話
す
機
会
の
少

な
い
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
々

等
）
の
お
話
を
、
否
定
し
な
い

で
、
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
と
め
、

プ
ラ
ス
に
評
価
し
な
が
ら
、
聴

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

相
手
の
お
話
を
じ
っ
く
り
と
お

聴
き
し
、
相
手
の
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
く
活
動
で
す
。「
相
手

の
お
話
を
否
定
し
な
い
で
、
受

け
と
め
て
聴
く
」
こ
と
「
傾
聴
」

は
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
異
な
る
方
法
に
な
る
の
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
と
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
傾
聴
に
お
け
る
基
本

的
な
心
構
え
に
つ
い
て
も
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
３
ヶ
月
の
間
、
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
『
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
』
に
市
民
多

く
の
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
27
日
時
点
で
、
今

年
度
の
募
金
目
標
額

８
０
０
万
円
に
対
し
ま
し
て
、

８
１
７
万
９
３
８
４
円
も
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
長
野
県
共
同

募
金
会
に
送
金
し
、
そ
の
後
、

飯
山
市
内
の
福
祉
事
業
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
２
月
発
行
の
「
赤
い
羽
根

だ
よ
り
」
に
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
～
相
手
の
お
話
を
否
定
し
な
い
で
、
受
け
と
め
て
聴
く
～

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

『
傾
聴
講
座
』 

開
催

年
頭
の
ご
挨
拶

 

～
市
民
皆
様
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
実
績
報
告

～
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
～

　
善
意
銀
行　
寄
付
贈
呈
式

　

12
月
12
日
（
水
）
に
飯
山
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
善

意
銀
行
寄
付
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
飯
山
市
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
協
会
様
】

　

本
年
は
、
11
月
12
日
に
松
本

市
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
大
会
が
実
施
さ
れ
、
飯

山
支
部
へ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
金

を
社
会
福
祉
事
業
へ
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
か
ら

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

18
日
（
火
）
の
第
２
回
は
、

飯
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
か
ら
、「
高
齢
者

の
心
身
の
特
徴
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
お
話
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
参
加
者

同
士
で
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的

で
と
て
も
分
か
り
や
す
い
講
義

で
し
た
。」「
傾
聴
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
」
な
ど
聞
か
れ
ま
し

た
。

 

社
会
福
祉
法
人
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

                   

会 

長　
岸 

田　

 

勉

　
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に

は
、地
域
社
会
の「
絆
」を
深
め
、

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
や
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
本
格
化
す
る
少

子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
高
度

情
報
社
会
の
進
展
、
地
球
規
模

で
の
環
境
問
題
な
ど
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
、
地
域
の

結
び
つ
き
や
人
間
関
係
の
希
薄

化
に
よ
り
、更
な
る
生
活
課
題
、

福
祉
課
題
が
次
々
と
潜
在
化
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の

広
が
り
を
抜
本
的
に
変
え
る
た

め
の
制
度
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
案
が

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
当
協
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
な
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
の
３
．
11
東
日
本
大

震
災
、
又
県
北
部
地
震
に
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
が
被
災
し
、
加

え
て
、
原
発
事
故
の
影
響
も
深

刻
で
、
わ
が
国
全
体
が
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

成
立
し
、「
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
」
が
年
金
、医
療
、

介
護
、
少
子
化
対
策
な
ど
を
論

議
し
、
今
年
の
８
月
ま
で
に
、

制
度
改
革
の
法
制
上
の
処
置
を

講
じ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
社

会
保
障
の
全
体
像
が
不
透
明
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

公
的
制
度
で
は
対
応
で
き
な

く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

す
た
め
に
は
、
他
の
人
の
支

援
を
必
要
と
す
る
人
々
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
活

動
な
ど
、
地
域
で
支
え
る
共

助
の
つ
な
が
り
が
不
可
欠
で

す
。

　
「
自
助
」
力
を
高
め
、
地
域

で
支
え
る
、
地
域
の
地
域
力
、

福
祉
力
に
資
す
る
事
業
の
展
開

に
専
心
努
力
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

新
た
な
目
標
を
、
次
に
掲
げ

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　  

第
一
に

　
「
多
様
化
す
る
個
別
の　

　
　
　
　
ニ
ー
ズ
に
対
応
」

  

第
二
に

　
「
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス　

　
　
　
　
　
　
の
充
実
」

  

第
三
に

　
「
住
民
主
体
の
支
え
合
い
に

よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
」

　

こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
夢
と
希
望
に
満
ち

溢
れ
た
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

【
飯
山
Ｆ
Ｄ
Ｃ
（
飯
山
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ 

様
】

　

１
９
７
５
年
に
飯
山
市
公
民

館
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
に

集
ま
っ
た
仲
間
で
結
成
。

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
は
解
散
し
た
が
、

運
営
資
金
が
あ
っ
た
た
め
、
社

会
福
祉
事
業
へ
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
と
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
岸
田
会
長

か
ら
は
、「
飯
山
市
の
福
祉
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆

様
の
お
気
持
ち
を
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。



施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等

常岩の里
ながみね

上松 潤 様 飾り花ｻｰｸﾙﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
合唱指導ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

メアリークリフト 様 活動支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
余暇支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ピータークリフト 様 余暇支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
竹松 恵里 様 合唱指導ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
小池 茂次郎 様 館内清掃
長谷川 弘昭 様

散髪ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
小出 則之 様
倉井 新一 様
加藤 昭雄 様
小林 求 様
常盤地区更生保護女性会 様 3 名 沢庵大根漬け

飯山学園

ピータークリフト 様 英会話、ピアノ
カヌー　各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱメアリークリフト 様

ナルク飯山 様 日中保育更生保護女性会 様
今井 和浩 様 各種修理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ他
丸山 義博 様 口腔ケア・指導高田 りか 様
ナシモトカーサービス 様 送迎バスの提供他

デイサービス瑞穂 飯山傾聴の会　斉藤 様 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

デイサービス
ゆきつばき

秋津小学校 6 年生 様 鼓笛演奏、交流他
中央幼稚園 様 踊り、歌、交流他
老大ＯＢコーラス 様 コーラス合唱発表
津三音会 様 津軽三味線演奏

デイサービス常盤
戸狩老人クラブ 様 14 名 大正琴
常盤保育園 様 11 名 交流
佐藤 澄夫 様、恭子 様 ハーモニカ演奏

デイサービス外様
傾聴の会 様 4 名 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
飯山中央幼稚園 様 50 名 ダンスと歌の披露
いずみだい保育園 様 20 名 遊戯と歌
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　総合相談事業のお知らせ
　飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。
　【総 合 相 談】　平成 25 年 2 月 20 日（水）　 午前 9 時～午後 3 時
　　　　　　　　　午後は、弁護士による無料相談があります。
　【ふれあい相談】（毎週水曜日 午前 9 時～ 12 時）　※こちらは要予約
　　　　　　　　　飯山市福祉センター（本町）へお越しください。

・
雪
国
の　

花
一
番
に　

咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

飯
山　

石
沢　

タ
ツ
エ

・
子
供
等
の　

か
け
あ
ふ
声
の　

高
く
し
て

　
　
　
　
　
　

遊
園
地
に
ゐ
て　

ほ
の
ぼ
の
と
聞
く

・
人
生
の　

苦
労
重
ね
し　

老
人
の

　
　
　
　
　
　

抱
へ
ら
れ
つ
つ　

診
療
を
待
つ

・
老
人
の　

笑
顔
に
な
り
し　

面
の
皺

　
　
　
　
　
　

な
が
き
人
生
の　

優
し
さ
に
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

飯
山　

丸

山　

昌

・
年
の
瀬
に　

ふ
り
か
え
る
日
　々

幸
世
白
く

　
　
　
　
　

変
る
年
に
は　

明
る
く
登
る

・
除
夜
の
鐘　

聞
き
そ
ば
口
に　

行
く
年
の

　
　
　
　
　

日
の
出
の
ご
と
く　

笑
え
る
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
  

常
盤　

金
井　

幸
子

・
新
年
が　

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来　

身
が
き
か
ず

　
　
　
　
　

掃
除
も
で
き
ず　

神
仏
様

・
冬
越
え
の　

縁
に
鉢
植
え　

楽
し
み
に

　
　
　
　
　

縁
の
葉
っ
ぱ
も　

花
が
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山　

植

中

昌

子

・
新
し
い　

ド
ラ
マ
始
ま
る　

初
日
の
出　

・
恙
な
く　

生
き
て
卆
寿
の　

新
春
迎
え

・
卆
寿
で
も　

要
が
あ
り
ま
す　

赤
い
靴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
盤　

小

野

し

ま

・
楽
し
み
は　

デ
イ
を
便
り
の　

年
迎
う　

・
明
日
の
夢　

夕
焼
雲
之　

描
き
あ
げ
る

・
少
年
の　

理
想
は
高
い　

樹
木
を
指
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

常
盤　

上
原 

み
つ
枝

　飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。

知

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 までご寄付・ご訪問

いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考

あけぼの会 様
くず入れ

善意銀行へ

市村 元子 様
上松 芳子 様

飯山市ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ
協会 様 61,200 円

飯山 FDC 様 114,001 円
我妻　昭 様 1,710 円
柳原地区社会福祉
協議会 様 5,000 円 泉台児童クラブへ指定寄付

ご　訪　問
施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

福島老人会 様 1 円玉寄付金 1,183 円
小泉 武士 様 折り紙作品展示（門松、ﾍﾋﾞ）
桑原 文廼 様 健康体操（民謡）
芦澤 一義 様 ゲートボール場冬囲い
吉原 正則 様 1 円玉寄付金 2,030 円
高山商店 様 1 円玉寄付金 5,117 円
匿名 様 1 円玉寄付金 643 円
匿名 様 寄付金 2,000 円
匿名 様 1 円玉寄付金 474 円
匿名 様 ﾋﾟｱﾉｶﾊﾞｰ
ナルク飯山 様 フリーマーケット協力
秋津小学校 2 年生 様 20 名 発表交流会
温森の会 様 音楽会
東小学校なのはな学級 様 発表交流会
水彩画木曜会 様 絵画展示
パッチワーク同好会水曜会 様 作品展示
パソコン同好会 様 作品展示
ちぎり絵同好会 様 作品展示

上町児童センター 飯山食文化の会 様 2 名 おやつ作り指導
城山児童館 ブックタイム「もく」皆様 読み語り
木島児童館 中澤 のり子 様 ゴミ分別のお話

秋津児童クラブ 飯山高校ＪＲＣ 様 遊びの交流

　平成 25 年度　飯山市社会福祉協議会職員（一般事業）募集
　飯山市社会福祉協議会では、平成 25 年 4 月 1 日採用予定の職員を下記の通り募集します。
　希望される方は、2 月 15 日（金）までにハローワーク飯山発行の紹介状及び自筆履歴書
　（写真添付）を持参の上、飯山市社会福祉協議会まで提出して下さい。

【募集人数】
　◆事務局職員（嘱託職員・臨時職員）：若干名
　◆ケアセンター湯の入指導員（嘱託職員）・看護師（臨時職員）：若干名
　◆児童館等職員（臨時職員）：若干名

【勤務条件】　社会福祉法人飯山市社会福祉協議会規程による
【任用期間】　平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日（更新も有）
【応募資格】　飯山市に住民登録しているか、採用後、飯山市に住民登録し居住する予定の者
【試 験 日】　2 月 21 日（木）　午前 10 時 00 分～
【試験内容】　嘱託職員：作文及び面接　　臨時職員：面接
　詳細についてのお問合せ・お申込み先は、社会福祉法人飯山市社会福祉協議会まで。
　【住所】　飯山市大字飯山１２１１－１　【電話】　６２－２８４０

この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎ 62-2840 まで

　飯山市社会福祉協議会では、平成 25 年 4 月 1
募

今月 の歌
　 『見守りとうど衆研修会』開催のお知らせ
　飯山市社会福祉協議会では、住み慣れた場所で誰もが安心して生活が送れるように、住民同士の支え合
いの地域づくりを目指して「見守りとうど衆」の活動を現在すすめており、1,100 名余の登録者にご協
力をいただいております。
　現在、ご協力いただいている広報等の配布時の見守り活動や隣近所の助け合いをさらに繋げていくと共
に、この地域の課題解決等に結びつけていくことを目的に研修会を開催します。
　当日は、どなたでもご参加いただけますので、大勢の皆様のご来場をお待ちしております。
◆日　時　　平成 25 年 3 月 3 日（日）午後 1 時 30 分～ 4 時 00 分
◆会　場　　飯山市公民館　２階講堂　　◆参加費　　無料
◆講演会   【講師】　宮本　みち子氏（放送大学 教養学部教授）
　　　     　 略歴：1947 年（昭和 22 年）長野県松本市生まれ
　　　　　　東京教育大学（現・筑波大学）文学部経済学専攻卒業
　　　　　　東京教育大学（現・筑波大学）文学部社会学専攻卒業
　　　　　　お茶の水女子大学大学院家政学研究科修士課程修了
　　　　　　千葉大学教授、ケンブリッジ大学社会政治学部客員研究員を
　　　　　　経て現職、社会学博士
　      　   【演題】　「生きにくさを抱える子ども・若者・高齢者の問題について」（仮題）

　飯山市社会福祉協議会では、住み慣れた場所で誰もが安心して生活が送れるように、住民同士の支え合
知


